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1. 研究背景と目的 

プロスポーツの経営にとって，観客からの収入は大きな

収益源であり，観客数を増やすことが最も重要な目標であ

ることは言うまでもない．日本国内のサッカーリーグであ

る J1リーグでは，年間で 1チームがホームとアウェイで

計 34試合を行う．しかし，スタジアム所在地・歴史・順

位に関わらず，観客数は試合日ごとに大きなばらつきがあ

る[1]． また，2016 年のチーム平均収容率は 58.4%であ

り，4割以上の座席が空席となっている計算になる[2]．こ

のことから，各チームが観客数増加のための施策を行うべ

き状態であるにもかかわらず，観客数にばらつきがあるた

め，どの試合日にどのような施策・イベントを行うことが

有効なのかがわからない現状がある． 

予測については，従来用いられていた重回帰分析に代わ

り，新日鉄住金ソリューションズが AIを活用した年間入

場者数を予測する技術を開発し，2016 年シーズンの全チ

ーム合計の年間入場者数を誤差率約 0.5%と高い精度で予

測することに成功した．しかし各チームの 1試合ごとの実

際の観客数は予測と大きくずれていたため，AI を導入し

てもなお，試合毎の観客数予測は難しいことが理解できる

[2]．そのため，各チームの施策に観客数予測を生かすため

にも，１試合ごとの観客数予測の必要性がある．しかし，

予測を行うだけでは，どのような影響によって観客がスタ

ジアムに足を運ぶのかを明らかにできないため，的確な施

策につながりづらい． 

これらの背景から本研究では，従来研究で考察されてい

ない観客数を決定する影響要因を見つけ，重回帰分析を用

いることによって要因の影響を明らかにすると同時に，機

械学習を用いることで， 試合ごとの観客数に対して予測

モデルを構築し，この 2つを組み合わせ，各チームの集客

プロモーションの基礎となることを目的とする． 

2.従来研究 

河合[3]らは，93年～05年の J1の試合の入場者数につ

いて重回帰分析を行った．この結果，観客数の 50.8%を説

明する事ができた．しかし，データが 13年分と期間が長

く以前のものであるため，経済状況・視聴媒体の変化によ

り，観客を説明する変数が現在と異なる可能性がある． 

Jaume García[4]らは，スペインリーグでの 4年間の試

合を同様に分析し，観客数の 50.5%を説明した．人気クラ

ブであるバルセロナとレアルマドリードの試合では観客

数が増加する一方で，入賞の可能性が消えた消化試合・最

終節などでは減少することを明らかにした． 

辻[5]らは，2013年の 1年間の J1，J2 の試合の観客数

に対し，平均集客率の値で 2 群に分けて分析を行った結

果，J2チームを多く含む高集客率群では，観客数の 83%

を説明することができた．さらに，J1 チームを多く含む

低集客率群では，地元出身選手数が大きな影響を与えるこ

とも明らかになった．しかし単年度を対象にした分析かつ

J2チームもデータに含んでいるため，他の年度の J1予測

に適用することができるかが明らかではない． 

3.研究方法 

3.1研究手順 

本研究では図１の研究概要図に基づき研究を行う．分析

には IBM SPSS Statistics ver.27を使用する． 

 

図 1 研究概要図 

3.1.1観客数に影響を与える要因の抽出 

観客の大多数がホームチーム・アウェイチームのどち

らかのファンであるため，観客数に影響を与える要因と

して「ホームチーム要因」「アウェイチーム要因」を設定

する．しかし，各チームの影響だけではなく，試合日当

日の様々な要因が観客数に影響を与えることが考えられ

るため，「試合日要因」を設定する．さらに，それぞれを

中要因・小要因と細分化し，その中で観客数に影響を与

える要素を抽出し，それらに該当する変数を設定した．

表 1は，今回の分析に用いる影響要因の変数である． 

表 1 観客数に影響を与える要因 

 

3.1.2 重回帰分析による要因の検討 

 本研究では階層的重回帰分析により，従来研究で影響

が確認されている変数を強制投入法で，本研究で加えた



 

 

変数をステップワイズ法で投入することで，新しい変数

の導入によりモデルの説明力が向上したか，それらの変

数が観客数にどのように影響したかを検討する． 

3.1.3 機械学習による予測モデルの構築 

 ニューラルネットワーク分析における，パーセプトロ

ン法を用いて，観客数予測モデルを構築する．分析結果

の重要度が低い変数を 1つずつ減らしていき，テストデ

ータの相対誤差が最も低いものをモデルとする．また，

「収容率」「チームの歴史」「試合日」「順位」によりデー

タを 2群に分けて，より精度の高いモデルを構築する． 

3.2 分析データ 

本研究では，J1リーグの公式戦計 918 試合を分析対象

とし，2017-2019年の 3シーズンのデータを用いる．各変

数に使用したデータは，Jリーグデータサイト，サッカー

ダイジェスト選手名鑑，Jリーグスタジアム観戦調査サマ

リーレポート，JFA，e-stat 政府統計窓口から抽出した． 

4.研究結果 

4.1重回帰分析 

4.1.1変数の絞り込み 

ステップワイズ法により，重回帰分析を行った結果，ホ

ームチームのタイトル数・お小遣い・前年の移籍者数が有

意にならなかったため，これらの 3個の変数を削除し，残

りの 9個の変数を新たな影響要因として分析に追加した． 

4.1.2変数の影響度 

上記の 9 個の変数を追加した，33 個の変数を説明変数

として重回帰分析を行った結果が以下の図 2である．モデ

ルの説明力を示す自由度調整済み決定係数である𝑅2は，

0.666となり観客数の 66.6%を説明することができ，複数

年のデータを用いて分析を行った先行研究と比較しても，

説明力の向上が認められる． 

 

図 2 重回帰分析の結果 

4.2機械学習による予測モデル 

図 2の 33個の変数からニューラルネットワークを用い

て予測モデルの構築を行った．重要度が低い変数を削除し

ていき逐次分析を行った結果，変数が 22個の時に最も予

測精度が高くなり，学習データとの相対誤差が 23%，テス

トデータとの相対誤差が 28.9%となった．データを 2 群

に分けて分析を行った結果，「収容率」でデータを 2つに

分けた際の収容率が高い群に対するモデルで，相対誤差が

25.0％となり予測精度が最も高くなった一方で，収容率が

低い群では相対誤差が 36.7%となり，精度が低くなった． 

5．考察 

アウェイチームの魅力要因である年俸・神戸戦・タイト

ルについて正の影響が有意に出たこと，ホームチームの魅

力要因である年俸・タイトル・前年の移籍者数が有意にな

らなかったことが確認できたため，自チームの魅力よりも

対戦相手に魅力があることで，観客数が増加すると考えら

れる．さらに，チーム魅力の中で，強さ・愛着よりも人気

選手の要因が観客数を増加させることもわかった．また，

移動距離で負の影響が出たことに対して，北海道・九州へ

の移動を伴う試合をダミー変数でおいた地形特性で正の

影響が出たことから，遠距離移動は観客数が減少するが，

旅行になるような長距離移動は観客数を増加させること

が考えられる．さらに，従来変数の影響についての正負の

別は，Jリーグの従来研究と同様であったため，視聴媒体

や社会環境の変化が起こっているにも関わらず，観客数に

影響する要因が変化していないことが明らかになった． 

機械学習による分析では，前年度観客数，スタジアム収

容数の影響が大きかった点，収容率で 2群に分けた結果，

予測精度の向上が見られた点から，スタジアム規模が予測

において重要であると考えられる．一方，収容率の低い群

における予測精度が低かった理由として，これらの群では，

試合日ごとの観客数にばらつきが生じており，学習データ

とテストデータのずれが原因で十分な説明力が得られな

かったと考えられる． 

6.結論と今後の課題 

本研究では，重回帰分析で J1リーグの観客数に影響を

与える要因を明らかにし，機械学習で試合毎の観客数予測

モデルを構築した．その結果，チ―ムの魅力の中でもアウ

ェイチームの魅力が観客数を増加させることを明らかに

できたと同時に，ニューラルネットワーク法を用いて，従

来研究より精度の高い予測を行うことができた．  

今後の課題として，本研究では 1試合の観客数全てを目

的変数として分析を行ったが，座席の種類ごとの分析，年

齢層・同伴者などに着目しての分析を行うことで，よりプ

ロモーションに生かすことができる結果を得ることが望

める点，機械学習による予測モデル構築でニューラルネッ

トワークのみを用いたが，精度向上のためランダムフォレ

スト等他の手法の検討も必要である点が指摘できる． 
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